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(1)研究テーマ

子どもの感情発達を促す教師の支援のあり方

(2)研究経過及び具体的な取組

○ ６月２３日（日）理論及び実践研修

・実施場所：美方郡教育会館

・参加人数：グループ内４名 その他６名

・内容：「子どもの感情発達の現状と発達を支援するための適切なかかわり方を学ぶ」

・概要：感情と脳・身体・行動との関係をストレスマネジメントの視点から理解する。

：感情との適切なかかわり方を理解するとともに、その対応をトレーニングする。

・成果と課題

子どもへどうかかわるのかという知識やスキル的なことももちろん大切だが、それ以上に

教師や母親の子育てでの苦しみや辛さに寄り添い、その気持ちを受容するプロセスが重要で

ある。それがとても重要な子どもの支援となる。母親支援の環境を整えることが必要である。

○ ７月１８日（木）授業実践

・実施場所：温泉小学校

・参加人数：グループ内２名 その他４名

・内容：リラクセーションを用いた「気持ちとからだはなかよし」の授業を４年生に行う。

・成果と課題

小学生へのリラクセーション効果を実証できた。こうした授業実践ができる教師のスキル

を高める必要がある。

○ ７月２５日（木）理論及び実践研修

・実施場所：美方郡教育会館

・参加人数：グループ内５名 その他３名

・内容：子どもの感情を育む行動変容を促す授業実践を理解する

・概要：行動変容を促すライフスキル教育とリラクセーション

：「気持ちとからだはなかよし」の模擬授業

・成果と課題

模擬授業を体験し、授業への垣根が低くなった。「これなら自分でも取り組めそう」と感じ

た教師が多かった。教師が実践へつなげられる研修を、いかに仕組むかが重要である。

○ ９月２８日（土）課題を抱える子どもの支援についての事例検討会

・実施場所：美方郡教育会館

・参加人数：グループ内５名 その他５名

・内容：「思春期に爆発したＡへの支援」「自己の限界に傷つく子どもへの教師の声をかけはど

うあればよいか」「多動傾向のＡへの対応」「子育てで苦しむ母親の支援を考える」

・スーパーバイザー 兵庫教育大学 心理学系准教授

・成果と課題

同様の悩みで苦しんでいる仲間との検討会は、悩んでいるのは自分一人ではないと感じる

とともに、安心感が高まった。一人じゃないという感覚を教師が持てることが大切である。


